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問BI. 7
tに関 する n次次F の多項式全3本 の集合 をREt｡ で表す

REt1 w は常項式 や定数関数も含むものとする
REtIaは多項式の 通常の 加法 ε スカラ一倍にりベクト《空間となる

X : = {fGRょezul 5co7 = 1 }

は RItの 部分ベクトル空間でないで良せ

一方 このXに 通常 とは異なる 加法 とスカラー倍を定義 すれば

部分 ベクトル空間 とする2 とが可能である

一例をあげよ

まず ､X はRcta の 部分ベクトル空間でないことを次ていふす
f｡ を 多項式 としての σ とする

このときoは 定数関数であい ､

fo (o3 = 0 ±1 89 .fofX( × : = {ffRctsulfios = z } )
よって XはRien の部分 ベクトル空間 ではない 2cが示された 四

次に Xに 通常 とは愚なる 加法 スカラー倍を 定義することで

ペクトル空間とすることを考える
(i ; fo [x]: = 1 (^ xε ) により fo [ Rt[nz を定義する

､

( い) H .I EX をすると､

H (0) =は . I(0 ) = は( : x : = {fEReコ alfi0 = 137

より ､

災戀装[ 1k《En で装 )
と超せる ｡

このとま

(HeI )(t> : = ☆{[hctiast } fo( t)定する
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